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明けましておめでとうございます。２０２５年（令和７年）が始まりました。今年は干支でいうところの巳年

（みどし・へび年）に当たります。巳年は、古くから縁起の良い年とされています。その理由は、蛇が持つ様々

な象徴的な意味と結びついているからだそうです。 

・復活と再生の象徴 

蛇は脱皮を繰り返して成長するため、「復活」や「再生」を象徴しています。これは、新しい始まりや変化を

意味し、困難を乗り越えて成長できるという希望を与えてくれます。 

・生命力の象徴 

蛇は生命力が強く、長生きをすることから、健康や長寿の象徴とされています。また、厳しい環境でも生き

抜く力を持っていることから、困難を乗り越える力や忍耐力を与えてくれるとも考えられています。 

・知恵と神秘の象徴 

蛇は、その知的な動きや神秘的な姿から、知恵や神秘の象徴とされています。直感力を高め、隠された真実

を見抜く力を与えてくれると言われています。 

・財運の象徴 

蛇は、七福神の弁財天と結びつけられることが多く、財運や福徳をもたらす象徴とされています。特に白い

蛇は、弁財天の使いとされ、金運上昇の象徴として特に信仰されています。 

 

とても縁起のいい、良い年になりそうな予感一杯です。そんな巳年の良さに乗っかって、こんなことを意識し

てみてはどうでしょうか。 

・復活と成長を象徴しているということから、巳年は自己成長や変革の年に適しているように思います。何か新

しいことにチャレンジしたり、具体的な目標を設定して努力することで、大きく成長できる年になりそうです。 

・巳年は、健康運が上昇する年です。バランスの取れた食事や適度な運動を心がけ、健康な体づくりに努めるこ

とで、一年間健康に過ごせそうです。 

何か、縁起に頼っているみたいで、他人任せに感じるかもしれませんが、すべては、その人の気の持ちようだ

と思います。巳年が、復活、再生、生命力、財運、知恵など、多くのポジティブな意味を持つ年であるなら、そ

れを自分のポジティブマインドに結び付けて、様々なことに前向きに取り組み、チャレンジしてほしいと思いま

す。きっかけは何でもいいのです。 

 

言葉は「言霊（ことだま）」といいます。言葉には魂が宿っていて、私たちの思考や行動、そして現実までも変

える力を持っているということです。ポジティブな言葉は良い結果を、ネガティブな言葉は悪い結果を引き寄せ

ますし、言霊の力は、自分自身だけでなく、周囲の人々にも影響を与えると言われています。例えば、「ありがと

う」を、感謝の気持ちを込めて発することで、相手との関係を良好にし、心の状態もポジティブになります。「私

はできる」と、自信を持って言葉にすることで、目標達成への意欲を高め、実際に達成できる可能性が高まりま

す。 

ふだんから、日常会話の中でポジティブな言葉を使うことで、より良い人生を送ることができますし、肯定的

な言葉を繰り返すことで、自己肯定感を高め、目標達成を促すことができます。 

縁起の良い巳年の始めにぜひ前向きな目標を立てて、ポジティブな言葉を使いながら、今年

一年を充実した良い一年にしてください。 



学校図書館の愛称が決定しました！！

１月の予定 スクールカウンセラー来校日･･･14 日（火）・21 日（火）・28 日（火） 

 8 日（水）始業式              

 9 日（木）・10 日（金）教育相談 

14 日（火）専門委員会 

16 日（木）教育相談 

17 日（金）6 時間目授業参観 

20 日（月）教育相談 

22 日（水）新入生保護者説明会 

24 日（金）～27 日（月）中文連（美術） 

27 日（月）代表委員会 

31 日（金）～2 月 3 日（月） 

中文連（技家・特別支援） 

31 日（金）２年生防災教室 

保育園との交流授業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年生では、家庭科の授業で「目指せ！子どもが集まってくる大人」を目標として、『幼児の発達・

生活』について学習をしてきました。11 月には、学んできたことの実践の場として、保育園・幼稚園

の子どもたちとのふれあい実習を行いました。園児たちと愛川中原中の校庭に実ったどんぐり拾いを行

い、2 学期をかけて考え準備した遊びを、子どもたちと一緒に行いました。最初はぎこちなかった関わ

りでしたが、手をつないだり、目線を合わせてお話したりしながら、園児の笑顔をたくさん見られた実

習となりました。なかなか小さな子どもたちと触れ合う機会の少ない中、生徒たちは実際に考えたこと

を実践するという貴重な経験ができました。今回の実習において、たくさんのご支援とご協力をいただ

きました。ありがとうございました。                                           家庭科担当職員 

９月に、２年生と３年生の国語科の授業で、「学校図書館の愛称を決めよう！」という授業を行いま

した。それぞれの生徒が、現在の学校図書館に対する印象や、将来的に図書館に望む姿、図書館にまつ

わるエピソードなどとともに、自分が考える、学校図書館にふさわしい愛称を、視覚資料を交えて発表

することができました。どれも、漢字の意味や音の響きに工夫があり、愛川中原中学校の学校図書館を

象徴するにふさわしく、親しみのもてる愛称で、生徒の皆さんが、『誰もが過ごしやすい図書館』とい

うものを考えてくれていることが伝わりました。 

その中から、最終選考を行った結果、学校図書館の愛称は「紫翠館（しすいかん）」
に決定しました。愛川中原中学校のイメージカラーを取り入れて、自然豊かで落ち着ける場所を表して

いるそうです。この愛称のもと、多くの生徒が学校図書館に足を運び、穏やかな時間を過ごしていって

くれることを願っています。                     ２・３年生国語科担当職員 


